
○予算決算常任委員会・文教産業分科会

「ながとＬａｂ」構築事業について

○「ながとラボ」は、当初から、補助金に頼らず
商品開発機能を確保するため、収益事業の利益を
還元する自立運営を目指してきたところ。このた
め、運営者に運営方針に対する今後の意向を改め
て確認し、今後のあり方を検討したところ。
　
　運営者には、短期間の自立は困難であったが、
今後の自立運営に向けて改善計画を立て、事業を
継続したい強い意向があることから、本市として
も、改善計画に沿った支援を行うこととする。

【㉚17,500→㉛70,500】

長門湯本温泉観光まちづくり推進事業に
ついて

○長門湯本温泉観光まちづくり計画の推進に当た
り、整備状況等の進捗説明会や意見交換の場とし
てワークショップ、よろず相談会などを開催し、
議論の内容をまとめた瓦版を全戸配布するなど、
地域住民の皆様に対して理解と協力を得ながら合
意形成を進めており、来年度においても引き続き
丁寧に取り組んでいく。

　また、計画の大きなコンセプトである”そぞろ

歩きができる温泉街”の形成に向けて、人中心の
道路交通環境への転換を図るための交通再編の計
画を策定することとしている。昨秋の社会実験の
検証結果は地元の皆様にも報告し、今後の方針を
議論した上で、安全確保の対策を含め警察や道路
管理者など関係機関と具体的な協議を進めていく
こととしている。

【㉚97,772→㉛94,702】

市道・国道等の除草対策の強化について

○主要路線の選定を行い、市道については予算の
範囲内において対応する。
　また、国道・県道については、道路管理者への
要望活動を継続して行う。
（H30.9.26　国、県の道路管理者に対し要望活
動を実施）
　
　道路ボランティアとして、各種団体や個人で多
くの方々が既に活動されているが、行政としての
支援のあり方について検討を始める。

【㉚97,042→㉛96,603】
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決算案件に係る要望的意見に対する回答（対応状況等）

要望意見項目 回答（対応状況等）
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決算案件に係る要望的意見に対する回答（対応状況等）

要望意見項目 回答（対応状況等）

観光事業の推進について

○来年度のラグビーワールドカップを皮切りに、
東京オリパラ（2020）、ワールドマスターズ

ゲームズ（2021）、大阪万博（2025）とビッグ
イベントが立て続けに開催され、インバウンド需
要が急速に高まることが予想されることから、世
界大会等商談会やオプショナルツアーを通じた外
国人観光客の誘致、キャッシュレス化も含めたお
もてなしに対応するための事業を実施してまい
る。

【㉚0→㉛6,553】

歴史資料の管理・保存及び有形・無形文
化財の利活用について

○市内に点在している歴史的資料の集約を行い、
文化財等の情報発信の拠点施設として、歴史民俗
資料室をリニューアルする方向で調整を開始。
　
　来年度は、有力候補地である現市教委庁舎の耐
震診断を行うとともに、新たに設置する検討委員
会において整備方針等を検討する。

【㉚0→㉛7,711】

長門市農業公社(仮称)について

○担い手確保・育成と優良農地の維持・確保を主
な目的に、本年４月の公社設立を予定。
　
　来年度は、出資金や当面の作業に必要な機械整
備経費、新規就農者の指導者に対する報酬、施設
の修繕費等に係る補助金等を予算化し、円滑な設
立を支援する。

【㉚95→㉛15,811】

各学校における人的体制整備の強化につ
いて

○学校だけで対応することの困難な状況が増加す
る中で、来年度は、スクールソーシャルワーカー
や特別支援教育補助教員、学校図書館支援員、少
年安全サポーターの増員や勤務日数の増加を図
る。
　なお、本年度新たに配置した教員業務アシスタ
ント（２名）と地域連携アシスタント（５名）
は、来年度も継続配置する。
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・スクールソーシャルワーカー
　１名増、派遣回数増。

【㉚731→㉛960】

・特別支援教育補助教員
　配慮を要する児童・生徒の増加に伴い、配置時
間・日数を増
（㉚：週284時間→㉛：週344時間）

【㉚16,080→㉛19,232】

・学校図書館支援員
　1名から2名に増（配置校3校→6校）

【㉚543→㉛1,085】

・いじめ問題等対策事業
少年安全サポーターの勤務日数を増（12日→15
日）

【㉚2,991→㉛3,523】
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